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▶

今年の運動重点テーマは、下記の３つ。
・ 子供と高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
・ 自転車の安全利用の推進
・ 歩行者等の保護を始めとする安全運転意識の向上

図２.最近10年間の春の全国交通安全運動実施期間中の交通事故発生件数と死者数の推移

件 人

※ 2011年、2015年及び2019年の春の全国交通安全運動実施期間は５月11～20日

▶

① 子供の飛び出し(午後５時３０分頃 晴れ)

↓
乗用車は注意を歩行者Ｘ、Ｙに向けたまま走行

↓

② 高齢者の飛び出し(夕方 雨)

↓

↓
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『令和3年春の全国交通安全運動』が、4月6日(火)から同月15日(木)までの10日間、
実施される。

乗用車が、毎日通る道路を時速約50kmで走行中に50～60ｍ先の道路左側の横断歩
道に歩行者Ｘ、Ｙが立っているのを認知、時速約30kmに減速

突然、前方約16ｍのところを樹木が陰になって見えなかったＸ、Ｙの女児が道路
右側から駆け足で飛び出し、急ブレーキを掛けたが間に合わず衝突

乗用車は、往復二車線の直線道路を時速約35㎞で走行、対向車線は渋滞により車
両はほとんど止まっている状態

突然、その渋滞している車両の間から傘を差した男性歩行者が車道に飛び出し、
乗用車の直前を横断

出典：内閣府「令和3年春の全国交通安全運動推進要綱」、警察庁「令和２年春の全国交通安全運動期間中の
　　　交通事故発生状況」、公益財団法人 交通事故総合分析センター「事例集」

モビリティ情報モニタリング
我が国の省庁等、政府系機関からは日々多種多様な情報が発信されます。（株）現代文化研究所はその中から
広くモビリティに関する注目情報を所定期間にわたりピックアップ、テーマを設定した上で、その切り口から
関連情報を整理し、お伝えします。

令和3年春の全国交通安全運動(４月６日～15日)

図１.春の全国交通安全運動
　　 ポスター(内閣府サイトより)

【テーマ/注目情報】

警察は新型コロナウィルス感染防止に配慮しつつ、
　・歩行者に対する道路横断時の交通ルール遵守について
　　の指導啓発
　・通学時間帯等における幼児/童に対する保護/誘導活動
　・自転車利用者に対する交通ルールの周知徹底と全ての
　　自転車利用者に対するヘルメット着用の推奨
　・歩行者の保護を徹底するための自動車運転者に対する
　　指導/取締り
等に重点的に取組む。

人対車両の交通事故は、両者の無意識や不用意等に起因するケースが多く確認さ
れる。春の交通安全運動期間中に限らず、日頃から道路の危険性について再認識
する必要がある。

乗用車は急ブレーキを踏み、かろうじてその男性歩行者を避けたが、その後に続
いて、駆け足で飛び出してきた傘を差した高齢者を避けることができず衝突

交通事故に関する調査研究/分析を行う専門機関である公益財団法人 交通事故総合分析
センターのサイトでは、子供や高齢者等の事故事例を具体的に公表している。そこから
歩行中の子供、高齢者の「飛び出し」についての交通事故を二事例、紹介する。
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